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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・７月の参議院選挙の影響で止まっていた需要が８月
に動き出している。インバウンド、アウトバウンドと
もに旅客数が伸びている。作付けが遅れていた農作物
も回復しているが、ここ数日の集中豪雨の影響が懸念
される。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・夏物の展開を継続している店としていない店との間
で差があるが、残暑が厳しいため、８月の閑散期に
入っても夏のセール品を求める客がそれほど減ってい
ない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・８月は夏の最大イベント月であり、全体的に天候に
も恵まれ、当地地方新聞では、ほぼ前年並みの来客数
があったとの記事も掲載された。しかしながら、地元
住民による場所取りが前年よりやや減少するなど、不
安材料も残った。一方で、レンタカーや他県ナンバー
の車両が中心市街地の駐車場でも散見された。飲食関
連の店舗では、行列のできる店舗も何件か発生し、売
上を伸ばした。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・雨の被害で旅行ができなかった人が意外にいたり、
地元のイベントの際に当商店街への客足が遠のいたり
したが、売上は前年比で４％伸びている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・来客数は前年比99％程度だが、売上は前年比100％
のペースで推移している。盆シーズンの食品売上が絶
好調であるほか、秋物の動きが良く、地方客の売上も
伸びている。客単価の伸びも感じられる。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・セールの開催時期を遅らせた影響もあり、婦人服、
服飾雑貨中心に好調に推移している。８月は休業日を
１日設定したが、何とか前年並みで終了できそうであ
る。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・８月に入り北海道でも暑さの厳しい日が続き、夏物
衣料を中心に好調を維持している。特に来客数の伸び
が高くなっており、そのことが売上拡大に寄与してい
る。これは全国的な猛暑の影響から、避暑のために北
海道に旅行する人や、夏の間だけオフィスを北海道に
移す個人事業主などが増えているためとみられる。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・ずっと前年割れしていた来客数が回復傾向にあり、
買上率も前年から改善している。客単価も衣料品を中
心に前年を上回っており、全体的に動きが底堅くなっ
てきている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量はここ３か月下落傾向にあったが、８月は３
か月の平均より２％程度良かった。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・夏休みに入り、ギフト、行楽、盆といった季節商材
の購入を目的とする客が顕著に増加している。これに
より、客単価も上がっており、好調な売上を維持して
いる。

スーパー（役
員）

単価の動き ・８月の客単価はこの２～３か月と比べて前年比で
２％強上昇している。販売促進の影響もあるが、夏の
暑さや果物の糖度上昇などにより、グレードの高い商
品や量目の大きい商品の売上構成比が伸びている。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・気温が高い傾向にあるなか、エアコン、冷蔵庫、扇
風機といった夏物家電の需要が前月に引き続き好調に
推移している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今月は自己最高の販売台数となり、店全体としても
販売台数が最も良かったため、今までより上向き傾向
にある。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・近郊で開催されるスポーツ大会、イベント、学会が
好調に推移している。全体的にＷｅｂ及び旅行会社の
個人型商品の販売も好調である。

タクシー運転手 来客数の動き ・観光客も増えているようで、週末は札幌市内のホテ
ルも混んでいると聞いている。夜の人出も前年より多
くなってきている。

タクシー運転手 販売量の動き ・競馬開催や大型イベントなどがあり、今月は３か月
前と比較して27.8％の売上増であった。前年との比較
でも9.7％の増収であることから、やや良くなってい
る。

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・例年８月が年間を通じて最も入込数の多い月になる
が、25日現在の当社の利用客数は前年比111.9％と
なっており、最繁忙期にあっても前年を上回る傾向が
継続している。

家計
動向
関連

(北海道)



美容室（経営
者）

お客様の様子 ・新しいメニューや新商品に関して客が興味を持ち、
質問をしたり、買ったりといった傾向が出てきてい
る。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・観光繁忙期による来客数が引き続きピークを迎えて
おり、輸送量が増加している。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・好天に恵まれてヤングカジュアルの軽衣料がやや活
発化している。観光客に支えられている飲食店もやや
良かった。酒屋のビールの売上でもそのことが立証さ
れている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・暑さと集中豪雨の影響で客の様子に変化が生じると
みられたが、それほど変化がなかった。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・中心部の大型集客施設の７月の売上が芳しくない。
原因は色々と考えられるが、景気回復はまだ道半ばで
あるとみられる。その一方で、海外からの旅行者の増
加は著しい。日本のオンシーズン期は交通費、宿泊費
とも高額なため、例年ならば旅行者の少ない時期であ
るが、そうしたことをもろともしない高所得者と思わ
れる旅行者がたくさん来ている。消費金額も高額であ
り、旧正月の時期に匹敵するほどの消費動向である。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・中旬まで非常に気温の高い日が続いたり、あるいは
盆の需要があったりということで、堅調に推移してき
たが、後半になって、大雨が降るなど、天候が崩れた
ことで急速に売上が減少している。前半の貯金を食い
つぶす形で後半は苦戦が続いている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・前年に比べて、夏物のセールの動きが良くなってい
る。特にパンツ、ブラウス、カットソー関連が前年比
で１割程度アップしている。また、下旬に入って秋の
気配が感じられることで、秋物の動きも前年比で２割
程度アップしている。

百貨店（役員） 来客数の動き ・今月の来客数は前年比で２けたのアップで推移した
が、買上客数は前年比103％、客単価は微増で推移し
た。ファッションは前半の暑さと後半の急激な寒さを
受け、前半は夏物、後半は秋物が動き前年を上回っ
た。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・前月から来客数が今一つ伸びてきていない。売上も
苦戦している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・盆期間は前年並みの来客数で推移したが、20日以降
は来客数が１割程度減少している。好天であった前年
の反動もあるが、盆期間に一時的に増加したアイスク
リームや飲料水以外の商品群での売上の増加は少な
かった。

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・夏になって少しは良くなるとみていたが、さっぱり
良くならない。前年もそうだったが今年もやはり同じ
ようなものであった。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・高額商品の動きが悪くなっている。

衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・夏の各イベントがあったが、夏物衣料の動きが前年
に比べて鈍かった。消費税増税の問題やガソリン価格
の高騰、電力料金の値上げなどによる家計の圧迫感が
あったとみている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・来客数は前年よりもやや少なく、売上は微増であっ
た。薄型テレビの販売量はまだ回復していない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・車両販売台数はさほど変わらない。個人客の需要が
減少しているが、法人のがまん切れによる乗替え需要
で補っている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・受注量に大きな変化がみられない。

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・原油高にともなう一部のカー用品の値上がりで客の
購買意欲が低下している。

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・観光シーズンは来客数が増えて、一見景気も良く
なったようにみえるが、観光客が少なくなると、今ま
でどおりの売上となってきている。客の様子をみて
も、客単価が上がる気配もない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・残暑の厳しい日々が続いているが、ランチタイムは
家族連れや修学旅行生の団体客が入り、常に満席であ
る。ディナータイムは予約こそないものの、コースの
注文も多く、来客数、客単価とも前年を上回った。売
上は好調で前年から７％増加している。



高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・真夏日が増えたせいか、西洋料理に対する客足が遠
のいており、給料日後の月末も伸びなかった。一方
で、今夏はビールが売れたようだ。食材は、輸入食品
を中心に値上げが続いている。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・現政権の経済対策の効果が薄れてきている。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・仕入食材の値上げにともない一部の商品を値上げし
たため、客単価はアップしたが、来客数が減ってお
り、売上は前年並みであった。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・人出がない。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・ここに来て、現政権の経済対策で少しは効果があっ
たように感じられるが、店舗の売上と来客数にはほと
んど変化がない。

タクシー運転手 来客数の動き ・８月の注文数が前年と同程度になるなど、今年の注
文数が前年並みになってきた。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・景気が上向きかと言われると何となく上向きと答え
たが、よく考えると消費が上向きなだけで景気はそれ
ほど良くなっていない。消費税増税前の需要で消費が
活発になっているが、それと景気の向上は別である。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・夏商戦向けの商品に対する客の反応は良いものの、
競合他社へ流れる客も想定より多い。

パチンコ店（役
員）

お客様の様子 ・観光業界はアジア圏内からの観光客が増えているた
め、多少は潤うが、その他の業種については明るい兆
しがみられない。

設計事務所（所
長）

単価の動き ・問い合わせのある物件、案件は増え始めているが、
単価は変わらず厳しいままである。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・客の様子が３か月前と比べても変わらない。まだら
模様になっている。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・分譲マンションのモデルルームに来訪する客は依然
として購買意欲の高い客が多い。一方、デベロッパー
は供給戸数を極端に増やすことには慎重である。した
がって、売れ足は速いが、売り物の戸数に限りがある
ため、ここ数か月、状況は変わらない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・今月に入って来客数が減っている。特に単価の高い
商品の売上が止まっている。

観光型ホテル
（経営者）

それ以外 ・来客数は堅調だが、ツアーの客単価が低下傾向であ
る。また、それと同時に水道光熱費や輸入材の価格が
上昇しており、経営を圧迫している。売上の増加分以
上のコストアップとなっている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・天候の影響で農作物にも影響が出ている。

タクシー運転手 販売量の動き ・前月はやや持ち直しの感があったが、今月は前月ほ
どの伸び率が出ておらず、受注量そのものも落ち込ん
でいる。

悪く
なっている

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・天候不順のせいか、来客数が激減した。高齢者の来
店には好天が不可欠である。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

それ以外 ・参議院選挙の結果により、政治的な安定がもたらさ
れるとの期待が高まっている。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅の活況、請負物件の活性化にともない、家具も
動き出してきた。

建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・建築現場労務者の恒常的な不足、電気料金や石油価
格の値上がりによる建築資材の価格見直しで、建築工
事費は春先よりも少なくとも10％以上上昇している。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・受注や物流につながるような荷動きが活発になって
きた。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・公共工事の増加で建設業が堅調である。その効果が
幅広く広がっており、運送業や小売業なども上向いて
いる。最盛期を迎えた観光は、ＬＣＣ就航や国際便拡
充で入込客が増加している。しかし、円安による資材
価格や燃料費の値上がりが、多くの業種の収益を圧迫
している。

変わらない 輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・本州向け医薬品の輸送は順調である。飲料品の出荷
は盆前の先送り商品が順調であったものの、盆明け以
降は、東日本の猛暑が収まってきていることもあり、
低迷している。製紙業では、飲料用等のカートン増産
により段ボールの生産が増加している。

企業
動向
関連

(北海道)



通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・景況感はやや良くなっている。３か月前との比較で
は、受注量がほぼ同量で推移しており、やや良い状況
が続いているため、判断としては横ばいである。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引、建物建築等において、季節的に若干の
増加がみられるが、３か月前と比較して大きな変化は
みられない。

司法書士 取引先の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要などと言われている
が、実感がない。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・受注自体は上向きであるが、経費も上昇しているた
め、景気上向きの実感はない。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・公共事業費の増額により取引先の仕事が増えてい
る。それにともない消耗資材を中心に販売量が堅調に
推移している。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・例年、売上の落ち込む時期であるが、今年は例年以
上に落ち込んでいる。

司法書士 取引先の様子 ・不動産の売買、建物の新築が相変わらず低迷してい
る。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・建設業界、介護福祉業界を筆頭に、企業の募集意欲
は相変わらず高い｡また、それにけん引されるように
飲食業界などのサービス業界の募集意欲も高い｡介護
福祉業界、飲食業界ともに新規の開設もみられる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・依然として、求人を出す企業が増加傾向にあるが、
求職者の採用は思うように進んでいない。人手不足と
成り手不足が大きな要因である。新卒採用への影響を
調べてみると、各大学は前年よりも数％内定率が上向
いているようだが、まだ企業の新卒枠の増加まで景気
が波及していない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年から25.2％増加し、42か月連続で
前年を上回った。月間有効求人数も前年から22.3％増
加し、42か月連続で前年を上回った。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数に若干の減少がみられた一部の業種を除き、
ほぼすべての業種で求人数の増加がみられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の増加傾向が継続しているなかで、景気の上
向きを背景に、自己都合退職者が増加しており、無業
者による求職活動が活発化している。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・数年間、大卒採用を控えていた企業が求人を出して
きたり、業務拡大による求人数の増加が目立ってきて
いる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人は常にあるが、なかなか充足せずに常に求人が
出ているものが多い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

それ以外 ・求人件数が高止まりで横ばい状態になっているな
か、求人側と求職者の双方に求めるスキルにミスマッ
チが生じている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・募集広告の売上が前年比105％と好調さを維持して
いる。ただ、一番の大口である派遣業が前年から25％
ほど落ち込んだほか、飲食も同程度数字を落とした。
好調だったのは、医療、運輸、運送、土建不動産で、
それぞれ前年から４～６割の大きな伸びを示した。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・７月の新規求人数は前年を26.8％上回った。新規求
職者数は前年を1.8％上回った。月間有効求人倍率は
0.79倍となり前年の0.67倍を0.12ポイント上回った。
しかし、新規求人数のうち、正社員求人の占める割合
は44.6％と高く、求人者と求職者の間における職種や
条件のミスマッチも少なくないことから、依然として
厳しい状況にある。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・例年この時期は求人件数が減少するが、今年は例年
よりも減少幅が大きく、前年実績を下回る業種が多
い。前々年の実績を下回る業種もみられる。

悪く
なっている
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(北海道)


